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5 月 29 日（日）、茨城県総合福祉会館を会場に平成 28 年度第 1 回定時総会を開催いたしました。当

日の出席者 48 名、委任状による書面評決 284 名、合計 332 名で会員数 613 名の過半数を満たし総会は

成立、取り上げられた議案につきまして賛成多数で承認されました。 

 また、同日の午後からは県士会推薦者研修報告会を開催いたしました。本会の推薦を受けて研修を受

講して頂いた方々には、茨城県社会福祉士会で実施する研修において中心的な役割を担って頂いており

ます。今回は、酒寄 学会員により「災害支援活動者養成研修」、池澤 健嗣会員により「スーパービジ

ョン研修（経過的対応）」、加藤 史子会員により「障害者の施設内虐待対応研修」、上田 和寿会員によ

り「地域包括支援センターネットワーク実践力養成研修」の報告が行われました。 

http://www.csw-iba.org/
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｢会長就任にあたって」 

 茨城県社会福祉士会が設立した当初より、役員として会活動にかかわりを持ってきました。ずいぶん

時間が経ったという感慨とともに、今後の茨城県社会福祉士会としての有り様を模索している所です。

今回の理事の改選では、新たな理事を迎えることができた喜びと、一方で今後、日本社会福祉士会から

さまざま業務を都道府県の社会福祉士会へと業務が移行していく中で、どのような事務局体制がはかれ

るかという積年の課題への不安があります。また、毎年会員は少しずつ増えてはおりますが、組織率が

大幅に改善しないなかで、会員であることの意味をどのように伝え、職能団体としてどのような活動や

発展の有り様があるのかなどこちらも大きな課題であります。このような現状の中で、今回は各ブロッ

クから、理事が選出された初めての執行部体制となりました。このことは、ブロックで吸い上げた会員

一人ひとりの声に、答えるべく活動が展開されていくことが期待されていると思います。めざましい歩

みではないかもしれませんが、しかし、確実に職能団体としての私たちが社会に貢献し、茨城の社会福

祉を担う専門職であることを自覚しつつ、地味ではあるかもしれませんが着実に活動を発展させていき

たいと思っています。そのためには、会員一人ひとりの協力が欠かせません。どうぞ、よろしくお願い

いたします。 

 理事・会長 竹之内 章代 

 

つくば国際大学の椎名清和です。引き続き、理事および副会長を務めることになりました。今後とも、

よろしくお願いいたします。本会の会員も 600 名を超え、全国の都道府県士会では、20 番目前後の規

模となっています。ただし、この数年の理事としての活動からは、まだまだ「草創の時期」にあるよう

に思えます。社会福祉の先人たちが、様々な事柄に自ら進んでコミットしていったように、会員の皆様

方におかれましても、「会を築き上げていく」姿勢で、本会の活動にご助力を賜れれば幸いです。                        

理事・副会長 椎名 清和 

 

今年度から鹿行ブロックからの推薦により茨城県社会福祉士会の理事および副会長を務めることに

なりました千葉と申します。現在鹿嶋市だいどう地域包括支援センターの社会福祉士として勤務をして

おります。会員番号も古く、当会にも長年お世話になっておりますので、会員の皆様との「つながり」

を大切に、微力ではございますが会の貢献に努力したいと思っております。どうぞよろしくお願い申し

上げます 

理事・副会長 千葉 剛 

 

前期に引き続き、理事及び事務局長をさせていただくことになりました。会員数も 600 名を超え、事

務局の事務量や受託事業による研修量も大幅に増加しております。こうした状況の中、会員の皆様のニ

ーズに対応できる体制や規程等の様々な整備が急務になっております。しかし、限りある予算の中で対

応していかなければならない現状もあるため、会員の皆様にもご協力をいただき、微力ながら会に貢献

していきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

理事・事務局長 小森 弘道 

 

 このたび、理事を務めさせていただきます、土浦市社会福祉協議会の上田です。どうぞよろしくお願

いいたします。さて、社会福祉士という資格はとても奥が深く、とても価値のあるものだと思います。

しかし、資格は所持しているだけでは意味がありません。しっかり学び、実践し、伝えていくことが大

切だと思います。私たちが頼れる専門職として成長していくために、私たちの社会福祉士会も成長して

いかなければなりません。ぜひ皆さん、一緒に話し合っていきましょう。 

理事 上田 和寿 

鈴木  
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ひたちなか市社協 介護福祉課に所属し、居宅支援事業所や訪問介護等の介護保険事業と、包括支援

センターや通所型予防事業など市の受託事業を行っています。直接利用者の相談援助にかかわる業務で

はありませんが、介護保険や介護予防・総合事業を進めるうえで、社会福祉士として学んだ知識や経験

を持って、相談支援のフォローや事業所運営を行っています。社会福祉士会では、組織強化事業部担当

となりました。活動にも積極的に参加していきたいと思います。どうぞよろしくお願いします。 

理事 鹿志村 武史 

 

はじめまして。県央ブロックに所属している鈴木重史と申します。今回、研修事業部の理事の一人と

して参加させていただくことになりました。最近では、基礎研修だけでなく、本部研修を各支部に移行

していく流れも多く、なかなか重要な部署であると認識しております。大任ではありますが、皆様に助

けていただき、各事業部とも連携しながら、頑張らせていただきたいと思います。よろしくお願いいた

します。 

 理事 鈴木 重史 

 

 前期に引き続き理事を務めさせていただくことになりました滝口と申します。自己研鑽を支援する生

涯研修制度と共に認定社会福祉士制度も制定され、認定社会福祉士も誕生しています。日ごとに実践力

を高める学びのシステムは大きく変わってきています。 

   そのような環境の中、私は研修事業部を担当させて頂きますので、会員の皆様のために有意義な研修

を企画、運営して参りたいと考えております。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

理事 滝口 康子 

 

 前期に引き続き理事を務めさせて頂くことになりました中山と申します。資格を取得したというだけ

で終わらせず、日々の研鑚を重ね常に成長してこその社会福祉士だと思います。ぜひ社会福祉士会の活

動にも積極的にご参加頂き会員間で互いを高め合うと共に、会もより良いものへと一緒に成長させてい

きましょう。私は広報事業部を担当させて頂いておりますので、皆さまに広報誌の原稿などをお願いさ

せて頂くことがございます。その際はぜひご協力頂けますようよろしくお願い申し上げます。 

  理事 中山 優子 

 

 今年度より理事を拝命しました石岡市出身・つくば市在住の村上義孝と申します。社会人編入で武蔵

野大学通信制で学び、社会福祉士となりました。あいリレーつくばという単独型短期入所施設を経営し

て 11 年目、これまで管理者・生活相談員として主に高齢者介護現場に携わってきました。現在は、社

会福祉士の資格を生かし、筑西市の細谷高等専修学校のＳＳＷと福祉専攻の講師、社専協ハート相談セン

ターの相談員、千葉県教育委員会のＳＳＷをしております。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

０理事 村上 義孝 

 

 引き続き理事を務めさせて頂くことになりました古河市役所の吉原です。福祉を取り巻く環境は、刻

一刻と変化し、大きなうねりの中にあると言えます。私を含め、会員の皆様も福祉実践現場において、

ご苦労されているのではないかと存じます。会は、福祉現場でご苦労されている会員の皆様のために、

少しでもお役にたてるような存在であるべきだと考えます。会員の皆様のお役に立てるよう尽力致しま

すので、ご協力のほど、よろしくお願い致します。 

理事 吉原 徹 
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2～3 ページでご挨拶をさせて頂いておりますが、2016 年度 5 月総会にて下記の役員が承認されまし

た。今年度より 2 年間、下記の体制で運営させて頂きます。皆さまどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

◆新役員のご紹介◆ 

氏 名 役職 会員番号 所属ブロック 勤務先名及び職種内容 

竹之内
たけのうち

 章代
あき よ

 会長 1326 県北 
東海大学 健康科学部 社会福祉学科 講師 

NPO法人 スペース空 理事長 

椎名
しい な

 清和
きよかず

 副会長 34357 県南 つくば国際大学 産業社会学部 社会福祉学科 准教授 

千葉
ち ば

 剛
たけし

 副会長 3910 鹿行 鹿嶋市だいどう地域包括支援センター 社会福祉士 

小森
こも り

 弘道
ひろみち

 事務局長 4307 県央 こもり社会福祉士事務所 独立型社会福祉士 

上田
うえ だ

 和寿
かずとし

 理事 37141 県南 
社会福祉法人 土浦市社会福祉協議会 

地域包括支援センターうらら 社会福祉士 

鹿志村
か し む ら

 武史
たけ し

 理事 44605 県央 ひたちなか市社会福祉協議会 介護保険課 

鈴木
すず き

 重史
しげふみ

 理事 36680 県央 
社会福祉法人 水戸市社会福祉協議会 

水戸市障害者生活支援センター 主任相談支援専門員 

滝口
たきぐち

 康子
やす こ

 理事 15717 県央 社会福祉法人 ひだまり会 管理者 

中山
なかやま

 優子
ゆう こ

 理事 30164 県南 NPO法人 いろは 事務 

村上
むらかみ

 義
よし

孝
たか

 理事 52969 県南 
株式会社つくばエデュース 

 ショートステイあいリレーつくば 管理者・生活相談員 

吉原
よしはら

 徹
とおる

 理事 10380 県西 古河市役所 生活安全部 国保年金課 

 

◆各事業部担当のご紹介◆ 

研修事業部 滝口 康子、鈴木 重史、村上 義孝 

相談事業部 千葉 剛 

組織強化事業部 鹿志村 武史 

受験対策事業部 椎名 清和、村上義孝  

広報事業部 中山 優子 

ぱあとなあ 上田 和寿 

 

◆特別委員会担当のご紹介◆ 

事務局整備プロジェクトチーム 吉原 徹 

災害対策ワーキンググループ 椎名 清和 
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 このたび、4 月 14 日以降に発生しました熊本地震により亡くなられた方々のご冥福を心よりお祈り

申し上げます。また、被災された方々に心よりお見舞いを申し上げます。 

 被災地では今もなお余震が続いておりますが、一日も早い復興を心より願っております。 

 

 日本社会福祉士会では、4 月 16 日に開催した理事会で協議を行い、鎌倉会長を本部長とした災害対

策本部を立ち上げ、西日本の会員を中心に支援活動を開始しています。 

 

 日本社会福祉士会では、被災した圏域の県社会福祉士会の活動等を支援するための募金をしています。 

詳しくは日本社会福祉士会ホームページをご確認ください。 

（http://www.jacsw.or.jp/15_TopLinks/SaigaiTaisaku/kumamoto/shienkin.html）。 

 

 皆さまご協力のほどどうぞよろしくお願い申し上げます。 

  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 【支援金の振込口座】  

  

 郵便振込口座     公益社団法人日本社会福祉士会 ００１５０－０－６８７７３４ 

 

 （個人で匿名希望の方はその旨記載をお願いします。）  

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

・「払込取扱票」通信欄に「熊本地震被災地活動支援金」とお書きください。    

・匿名（匿名希望）の場合を除いて、支援金をお寄せいただいた個人・団体の氏名・名称（カタカナま

たは漢字）はウェブサイトに適宜掲載させていただきます。個人で匿名を希望される方は、「払込取

扱票」通信欄にその旨をご記入願います。 

  恐縮ですが、振込手数料は別途ご負担ください。 

 

 

また、茨城県社会福祉士会でも、本会開催の研修会の際などに被災地活動支援金募集の募金箱を設置

させて頂く予定です。こちらにもご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

http://www.jacsw.or.jp/15_TopLinks/SaigaiTaisaku/kumamoto/shienkin.html
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稲田 佐代子 

 
4 月 23 日、24 日と 2 日間にわたり牛久市総合福祉センターにおいて開催された福祉関係者のた

めの成年後見制度活用講座に参加させていただきました。 

成年後見制度は日本の福祉制度が措置から契約へと移行した際の契約制度を支える保護制度で

す。福祉の立場からの利用者保護である日常生活自立支援制度があることに対し、司法の立場から

契約に至らない利用者救済がこの成年後見制度でした。その理念は自己決定の尊重、残存能力の活

用、ノーマライゼーション。措置の時代に利用者から権利を奪うことで成り立っていた保護の視点

から、本人の意思を尊重し今ある力を受け入れながら調和を図っての権利擁護の視点へと大きな変

換となりました。多様化し複雑化する現代の福祉構造のニーズや制度の隙間で権利を十分に行使で

きない利用者のセーフティーネットの意味もあったのではないかと思います。それ故、老人福祉法

や介護保険法においても成年後見制度に関わる人材育成や活用が推奨されています。 

現在、65 歳以上の高齢者やいわゆる団塊の世代といわれる世代が高齢者の仲間入りし急激に高

齢化が進行しています。この超高齢化社会を乗り切り、高齢者のみならず各世代の多様な生活構造

や複雑化した生活課題や問題に対し、成年後見制度は今後、更に必要になってくる事でしょう。そ

して、成年後見制度を活用していく上での利点や問題点も活発に検討されていくのではないでしょ

うか。 

後見人とは本人を見守り、保護し、本人の人生の一部のみならず半生を担うべき重い責務があり

ます。日頃の利用者の支援の中でも、成年後見制度の活用が必要かと考えられる場面が幾度となく

見受けられます。そういった状況に際し、私達専門職が状況を判断し、本人の意思に沿い、どの様

に支援していくかは支援者である私達自身の資質が問われてくるかと思います。 

今回の成年後見制度活用講座では1日目は県社会福祉士会の竹ノ内会長や水戸家庭裁判所の前川

氏、県社会福祉士会員大類氏の講義、2 日目には茨城県弁護士会の小沼弁護士、リーガルサポート

の塚本氏と制度の概要から実際の実務や事例に至るまで幅広く内容の濃いそしてわかりやすい充

実した講座でした。この講座で勉強させて頂いた事を今後の自身の実践に生かしこれからの活動の

糧にしていきたいと思います。 

最後に、今回この講座を計画して下さり、小雨降る中、手弁当で私達の為に尽力下さったスタッ

フの方々に深く感謝致します。ありがとうございました。 
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 障害児通所施設 えくぼひたちなか 黒田 卓 

 

入所施設での職員時代の事である。広汎性発達障害（自閉症スペクトラム）、強度行動障害のあ

る女性のご利用者の方がいた。ＡＤＬに関してはほぼ自立しているが、生活場面におけるあらゆる

些細な気持ちの変化や、他者から受ける様々な刺激が、最終的には激しい自傷行為や他傷行為に繋

がってしまい常時支援対応を要した。 

支援者として、その時に不安や不穏を確認できた事実を曜日や時間帯、特定者からの刺激、天候、

体調等を数値化し、データ上で何か分からないか集計をとってみた。 

その中でなんとなくではあるが、やはり天候に関係し不安を感じ、不穏になられていることが多

いことが分かり始める。あくまで天候が変化をきたしている前後ではなく、天候が実際に悪い時で

ある。しかも昼間。当初“気圧の変化か何か…”と、安易に結論付け、違和感すら感じない自分が

いた。 

一方、この方は女性でありながらプロ野球が大変好きで、知らないことはない程の知識があり、

いつしか私の方からいろんな野球の質問や話をして関係を深めていった。 

そんな時、ひとつ思い浮かんだ。天候が悪くなり、予定してした野球が今日は見ることが出来な

く、自分なりのデータを取ることが出来ないと分かれば残念であるし、気持ちのぶつける場所もな

く、それが自傷や他傷になるのではと。しかしながら野球は一年中やっている訳ではない。何度も

こうして、解決の糸口がすぐに暗礁に乗り上げてしまう…。 

しかし会話を進めていく中で、父に対する思いを語ってくれた時があった。お母様はすでに亡く

なっており、父と子の在宅生活を長年送られてきている。父は悪天候にこそ修理や対応をせねばな

らないお仕事をされていた。本人は入所生活では見えない悪天候の中の父の仕事を思い、安全を願

い、そして父に何か起きてしまったら…と極度の不安に駆られている様子だった。お父さんまで居

なくなったら…との言葉を聞いた時、かすかな糸口が見えた気がした。 

その糸を手繰り寄せ、天候が昼間悪い時は、本人に安心を獲得して頂くべく事業所から父にお電

話をさせて頂くことを検討し、父にも了承を頂いた。本人が電話の中で父から「大丈夫だから安心

してね。」と聞くと、なんともいえないほっとした表情で安心し、その後の一日を自傷も他傷もな

く過ごせるようになった。その後電話自体も本人との相談でしなくても大丈夫なまでになった。事

業所をご利用されている方だとどうしても、その環境内の事でしか支援の想像が及んでいない事を

痛感した瞬間であり、私が普段、相手の気持ちになり、立場になりというのは、果たしてどれ程出

来ているのかを反省した出来事であった。 

自分もそうであるように、変わらない気持ちと変わる気持ちが常に誰にでも存在する。生活環境

や影響を受ける人により気持ちや考えは変化していく事になる。 

今まさに私は児童のみなさんと共に日々過ごしている。今のひとつひとつの楽しい関わりや経験

が、不安を感じた時に安心を獲得する糸や、自分の思いを表出（表現）できる糸となり将来に長く

繋がるよう支援していきたい。 

そうだ、糸と糸を強く結びつける方法もみんなと相談しなければならない…。 

 

会員の声 

職場やご友人に社会福祉士の資格をお持ちでまだ社会福祉士会に入会されていない方は

いらっしゃいませんか？また、新たに社会福祉士国家試験に合格した方はいらっしゃいま

せんか？もし身近にそんな方がおりましたら、ぜひぜひ社会福祉士会への入会の 

お声かけをお願いいたします。 

茨城県社会福祉士会事務局にも入会申込書を準備しております。お電話を頂くか、 

ホームページ（http://www.csw-iba.org/）にある入会申込書請求フォームから入会に 

必要な書類を請求できますので、大いにご活用くださいね。 

 

 

http://www.csw-iba.org/
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  https://www.facebook.com/csw.ibaraki 

 

各種お知らせや研修会の様子等を発信しています。 

皆さまぜひ「いいね！」やフォローをお願いいたします m(__)m  

※「いいね！」などのご参加を頂くには Facebookへの 

登録（無料）が必要となります。 

Facebookに登録しなくても閲覧は可能です。 

https://www.facebook.com/csw.ibaraki
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【編集後記】 

 毎日暑い日が続いておりますが皆さまいかがお過ごしでしょうか？施設等にお勤めの方の

中には夏祭りや納涼会の準備に忙しい日々を過ごしている方もいらっしゃるのではないかと

思います。ニュースでは熱中症で病院に運ばれる方も数多く出てきているようです。ご利用者

様や患者様はもちろん、職員の皆さまも水分補給をこまめに行い熱中症には十分にお気を付け

くださいね。 

 新年度に入り 4 ヶ月が経とうとしていますが、新入職員の皆さまや異動のあった皆さまは今

のお仕事に慣れてきた頃でしょうか？広報誌を手にしてくださっている皆さん、周りに社会福

祉士をお持ちで社会福祉士会に入っていない方がいらっしゃいましたらぜひとも入会のお声

掛けをお願いいたします。資格取得はスタートラインです。日々の研鑚を重ねてこそ磨かれ、

活かせる資格です。そして何かのときに相談できる仲間が職場以外にもできると何かと 

心強いですよ。ぜひネットワークを広げていきましょう！ 

広報報事業部 

 


